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※本学図書館で所蔵している本は書名に赤線を引いています。資料ＩＤ番号で

検索すると利用状況がわかります。 

 

【心理・福祉学部 社会福祉学科】 

１ -------------------------------------------------------------------

（１） 書    名  メアリ・ビーアドと女性史―日本女性の真力を発掘した       

米歴史家 

（２） 著 者 名  上村千賀子 

（３） 出版社名  藤原書店 

（４） 配架場所  6F 開架閲覧室 

（５） 請求記号  367.2/B31（資料 ID 14003347） 

（６） 推薦コメント 

 

男性に従属した女性ではなく、歴史を主体的に作り出す女性の力を樹立し、

GHQ の女性政策に大きな影響を与えた女性であり、日本女性の真の力を発掘した

歴史家を描いた書籍である。 

 

２-------------------------------------------------------------------- 

（１） 書    名  WWⅡ50 人の奇跡の命─満蒙開拓青少年義勇軍・従軍看護

婦・軍人・サハリン残留・沖縄・台湾・満州からの早期帰

国者 

（２） 著 者 名  藤沼敏子 

（３） 出版社名  津成書院 

（４） 配架場所  6F 開架閲覧室 

（５） 請求記号  369.37/F64（資料 ID 14003355） 

（６） 推薦コメント 

 

満蒙開拓団、従軍看護婦、軍人等が第二次世界大戦でいかに戦争に従軍し命

をながらえてきたかの戦争体験談を通して命の尊さを次代に伝える今読むべ

き書である。 

 

３-------------------------------------------------------------------- 

（１） 書    名   児童の世紀 (冨山房百科文庫 ; 24) 

（２） 著 者 名  エレン・ケイ[著]／小野寺信、小野寺百合子[訳] 

（３） 出版社名  冨山房 

（４） 配架場所  6F 開架閲覧室、自動書庫 
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（５） 請求記号  371/Ke67（資料 ID 12373767,12561512,20077328, 

20077336,02677520） 

（６） 推薦コメント 

 

20 世紀は児童の世紀であるという主張が、スウェーデンの児童が若年労働や

虐待を受けていた当時を捉え、子どもをどのように育てるか教育するかを当時

の考え方を背景に著した書である。現代のスウェーデンの児童福祉を考えるう

えで必要欠くべからざる書である。 

 

４------------------------------------------------------------------- 

（１） 書    名  告発 児童相談所が子供を殺す (文春新書:1090) 

（２） 著 者 名  山脇由貴子 

（３） 出版社名  文藝春秋 

（４） 配架場所  6F 開架閲覧室 

（５） 請求記号  369.43/Y47（資料 ID 14003363） 

（６） 推薦コメント 

 

元児童相談所の心理士として働いたことをもとに、児童相談所の一時保護の

課題を指摘し、児童相談所の限界その改革が必要であることを描いた書である。

タイトルを見ると児童相談所の批判書のように感じられるが、児童福祉の真の

姿と制度を考えるための書である。 

 

５------------------------------------------------------------------- 

（１） 書    名  行列のできる児童相談所―子ども虐待を人任せにしない

社会と行動のために 

（２） 著 者 名  井上景 

（３） 出版社名  北大路書房 

（４） 配架場所  6F 開架閲覧室 

（５） 請求記号  369.43/I57（資料 ID 04424239） 

（６） 推薦コメント 

 

児童相談所はなかなかその実情が見えない。児童福祉司としての経験者が一

時保護を担当した中から児童虐待の現実に児童相談所がどう対応するかを問う

書である。 

 

６--------------------------------------------------------------発注中 
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（１） 書    名  社会保障の原点を求めて―イギリス救貧法・貧民問題

（18 世紀末～19 世紀半頃）の研究 

（２） 著 者 名  吉尾清 

（３） 出版社名  関西学院大学出版会 

（４） 配架場所   

（５） 請求記号   

（６） 推薦コメント 

 

16 世紀以降～エリザベス救貧法に至るまでのイギリスの国民の生活を捉えた

歴史書で、世界初の救貧法の策定の意義を問うた書である。大書であるため、夏

休みににゆっくりとひも解いてもらいたい書である。 

 


